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 業績予想の修正および配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成１９年４月２７日の決算発表時に公表した業績予想を下記の 

とおり修正します。 

記 

 

１． 平成２０年３月期連結中間業績予想数値の修正（平成 19 年 4月 1日～平成 19 年 9 月 30 日） 

                                       （単位：百万円）  

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 15,500 650 700 300 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 14,500 500 520 △980 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,000 △150 △180 △1,280 

増 減 率            （％） △6.5 △23.1 △25.7 △426.7 

（ご参考） 

前中間期実績（平成 18 年 9月期） 
16,343 1,157 1,196 △141 

 

２． 平成２０年３月期個別中間業績予想数値の修正（平成 19 年 4月 1日～平成 19 年 9 月 30 日） 

                                       （単位：百万円）  

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 5,700 △900 250 120 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 5,500 △680 1,500 60 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △200 220 1,250 △60 

増 減 率            （％） △3.5 24.4 500.0 △50.0 

（ご参考） 

前中間期実績（平成 18 年 9月期） 
7,126 △346 620 △305 

 

 



３． 平成２０年３月期連結通期業績予想数値の修正（平成 19 年 4月 1日～平成 20 年 3 月 31 日） 

                                       （単位：百万円）  

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 32,000 2,200 2,300 1,200 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 30,000 800 1,000 0 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △2,000 △1,400 △1,300 △1,200 

増 減 率            （％） △6.3 △63.6 △56.5 △100.0 

（ご参考） 

前期実績（平成 19 年 3 月期） 
31,444 2,094 2,173 17 

 

４． 平成２０年３月期個別通期業績予想数値の修正（平成 19 年 4月 1日～平成 20 年 3 月 31 日） 

                                       （単位：百万円）  

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 12,000 △1,300 300 120 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 11,000 △1,900 800 0 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,000 △600 500 △120 

増 減 率            （％） △8.3 △46.2 166.7 △100.0 

（ご参考） 

前期実績（平成 19 年 3 月期） 
13,337 △871 591 △489 

 

５． 配当予想の修正 

 中  間  期 期    末 年    間 

前回予想（平成 19 年 4月 27 日） １０円 １０円 ２０円 

今 回 修 正 予 想 ５円 ５円 １０円 

（ご参考） 

前期の１株当り配当金実績 
１０円 １０円 ２０円 

 

６． 業績予想の修正の理由 

当社グループの当中間期における業績につきましては、エンプラ事業、半導体事業はほぼ計画通り

に推移しておりますが、オプト事業および液晶関連事業における受注環境の悪化は依然継続傾向にあ

り、前回公表した業績予想に対し連結売上高は下回る見込みです。利益面においては、連結営業利益、

連結経常利益とも、上記の傾向を受けて当初予想を下回る見込みで、中間連結純利益は、オプト事業

について４１９百万円の固定資産減損損失計上を行う予定であること、また、連結子会社からの受取

配当金１，８３０百万円に対する税効果会計処理等による法人税等調整額の増加により、連結ベース

では９８０百万円の当期純損失となる見込みです。 

通期では固定費圧縮に努めて参りますが、事業環境の急激な好転は見込めず、平成２０年３月期の

業績予想を上記のとおり修正します。 



 

７． 配当予想の修正の理由 

上記の業績修正を踏まえ、従来の年間２０円配当より１０円配当へ修正をいたします。 

 

以  上 


